
　勘定系システムでは，災害時のデータ損失を最
小限に抑え，迅速な復旧を実現することが求めら
れる．災害時にどの時点までのデータを復旧させ
るのかを定めた RPO（Recovery Point Objective）
と，どのくらいの時間で復旧させるのかを定めた
RTO（Recovery Time Objective）を限りなくゼ
ロに近づけることが理想的な目標値である．飯田
優はミッションクリティカルシステムにおける
RPO/RTO 短縮に向けた取り組みで，OptBAE 
2.0 の災害対策の強化策について述べている．

　将来予測が困難な状況下で，企業が競争優位を
維持するためには，事業戦略と連動して，ユー
ザーに価値をもたらす，迅速かつ段階的な開発が
求められる．顧客のビジネス環境などに応じて要
求が変化するプロダクト開発には，計画や仕様の
変更へ柔軟に対応できるアジャイル開発（スクラ
ム手法）が有効である．馬屋原悟はプロダクトマ
ネージャーとして取り組むアジャイル開発のQCD
管理で，ユーザー価値に寄与するプロダクトを合
理的に開発するポイントについて述べている．

　小売業界は急速な市場環境の変化に直面してお
り，業界全体が構造的な変革を迫られている．特
にリアル店舗を中心とした小売企業では，業務効
率化と販促強化の両立が求められており，それを
支える IT 基盤の重要性が一層高まっている．松
本静紀，雑賀政年はリテールサービス構想とそれ
を支える技術で，生活者起点での魅力的なサービ
スを提供する「Foresight Connect」と「Foresight 
Data Spark」の特徴と，大量データを効率的に
処理する仕組みについて述べている．

　様々なコンポーネントがインターネットでつな
がるサイバーフィジカルシステム（CPS）でセ
キュリティを確保するには，早期の段階からの安
全分析が不可欠である．そこで，安全分析手法
STPA をセキュリティへ活用する STPA-Sec が
提案されたが，分析結果において攻撃シナリオの
洗い出しに漏れが生じうるといった課題がある．
福島祐子は CPS のサイバーセキュリティにおけ
る脅威分析への活用に向けた STPA-Sec 手法の
改善で，改善策を提示している．

　生成 AI が急速に普及し，企業においても活用
が進んでいる．社外の顧客向けサービスに組み込
むことで，生成 AI を，企業の新たな価値の創出
や競争力強化につなげていくことが期待されてい
る．一方で，ハルシネーションを含む生成 AI の
レスポンスの不確実性など，生成 AI 特有の課題
への対策が共有されていない．篠塚正成は社外顧
客向けサービスへの生成 AI 機能適用事例で，生
成 AI の適用で陥りがちな問題点とシステムとし
て考慮すべき点について述べている．

　アプリケーションを展開するプラットフォーム
は多様化している．iOS や Android，Web ブラ
ウザといった複数のプラットフォーム向けに同じ
サービスを提供することが一般的となっている．
佐々木諒，増田優生はクロスプラットフォームフ
レームワークによるアプリ開発の効率化で，開発
プロジェクトにおける実践経験を基に，クロスプ
ラットフォームの概要や代表的な技術，実際のプ
ロジェクトでの導入経緯，導入による成果と課題
について述べている．
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　冬季オリンピックでの日本選手の活躍には日々
感動しています．そしてスポーツに対する考え方
や取り組みも，ひと昔よりずいぶん変わったよう
に思います．不変流行，私たちもそうありたいと
思います．（馬場定行）

　本誌では，信頼性の高い勘定系強化から柔軟な
開発管理，業界変革を支える技術，安心な AI 活
用，効率的なアプリ開発まで，実務に役立つ知見
を幅広くご紹介しております．皆様の業務に役立
つ一冊となれば幸いです．（栄田香織）

　1946 年に世界初のコンピュータ ENIAC（エニ
アック）が誕生してからちょうど 80 年が経ちま
した．エッカートとモークリー，そして 6 人の女
性プログラマの偉業を称えるとともに，私たちも
後世に役立つ価値を創出していきたいと思いま
す．（香林愛子）

　不確実性が増すほど，『つなぐ』視点が欠かせ
ません．東西リージョンを同期でつなぐ止めない
基盤，戦略価値と現場実行をつなぐスクラム，
STPA-Sec の分析結果を脅威分析へつなぐ方法
論．今号の実践知が，次の設計と判断の一助とな
れば幸いです．（林田英雄）

　4 月 1 日から 16 歳以上の自転車運転者も交通
反則通告制度（青切符）の対象となります．交通
ルールを再度よく確認して，休日のサイクリング
で春風を感じたいです．（白木和彦）

　先日，江東区の防災体験学習施設に行ってみま
した．たくさんの気づきがある一方で，実際に遭
遇した時は比べ物にならないほど恐ろしいのだろ
うとも思いました．大きな災害が起こらないこと
を願いつつ，少しずつ防災グッズを買い足してい
ます．（武本杏奈）
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